
























Planher vuelh en Blacatz en aquest leugier so (PC437.24)(4)





































































Mout m’es greu d’En Sordel, car l’es faillitz sos senz (PC76.12)
底本： ed. J. –J. Salvarda de Grave, Le troubadour Bertran d'Alamanon, 
Toulouse : Privat, 1902, pp. 95–112.
死者：ブラカッツ（Blacatz）（1136年没）































































ペイレ・ブレモン・リカス・ノヴァス (Peire Bremon Ricas Novas)
Pus partit an lo cor En Sordel e’N Bertrans (PC330.14)
底 本： ed. J. Boutière, Les póesies du troubadour Peire Bremon Ricas 
Novas, Toulouse : Privat, 1930, pp. 77-80.
死者：ブラカッツ（Blacatz）（1136年没）




























































る（M. de Riquer, Los trovadores. Historia literaria y textos, Barcelone : 
Planeta, 1975, t. 3, pp. 1257–1260）。生没年は、1144頃 –1236頃。ここ
に訳した作品の成立年代推測の鍵となる没年には様々な説があり、論争の的
になっているが（ed. M. Boni, Sordello, le poesie, Bologna : Palmaverde, 
1954, pp. LXIX–LXXIを参照）、ここではM. デ・リケールの記述に従う (M. 
de Riquer, op. cit. p. 1257, 及び p. 1464)。
 （2） 高名康文「トルバドゥールによる 12世紀の哀悼歌 (planh)の翻訳」『福岡大
学研究部論集　A：人文科学編』9–3 (2009), pp. 11–21と「アイメリック・デ・





(2001), pp. 1–29の p. 19を参照。
 （4） 詩の歌いだしの原文をピレットとカルシュテンスの書誌（A. Pillet und H. 
Carstens, Bibliographie der Troubadours, Halle : Max Niemeyer, 1933）
における分類番号を付して記している。また、「詩形」の項目には、各連の
韻律と、I. フランクによる詩型の分類番号（I. Frank, Répertoire métrique 





た。（ed. J. –J. Salvarda de Grave, Le troubadour Bertran d'Alamanon, 





























イ九世の弟アルトワ伯ロベール一世から侮辱を受けたという。（ed. M. Boni, 








含んでいるのはこのことによると説明できる。（ed. M. Boni, op. cit., p. 165






う。ギーダは 1235年にモンロール（Montlaur）領主ポンスに嫁いだ（ed. M. 
Boni, op. cit., pp. LIX–LXIと p. 165及び A. Jeanroy, La poésie lyrique des 
troubadours, 2 vols., t. 1, pp. 182–184を参照）。「セニャル」については、
瀬戸直彦「セニャルあるいは窓から降る手―トルバドゥール詩における「仮













 （20） 注 15を参照のこと。
 （21） この人物に関して歴史的な資料は残っていない。ソルデルとベルトラン・ダ
ラマノンのパルティメン（論争詩）の審判者に選ばれたランムバウダのこと
と推測されている（ed. M. Boni, op. cit., XVI, v. 46 (p. 110)）。
 （22） ギエム・デ・モンタニャゴルとブラカッセットの詩に出てくるガウセラン
デ・デ・リュネルのことであるという（ed. P. –T. Ricketts, Les poésies de 
Guillem de Montanhagol, II, v. 11 (p. 49) ; appendice I (p. 139)）。
 （23） 逸名の旅芸人二名によるテンソン（論争詩）で審判者に選ばれている女性で
あるという。
 （24） オック語の « esmenda »には「罰金、報酬、身代金」の意味がある。本訳の
底本の校訂者サルヴェルダ・デ・グラーヴェは、これをセニャルであると解
149ソルデル、ベルトラン・ダラマノン、ペイレ・ブレモン・リカス・ノヴァスによるブラカッツ殿に捧げる哀悼歌（planh）三篇（翻訳）
釈し、« ses menda »（「欠点のない」）という表現にかけているのではないか







 （28） 注 11、 12を参照のこと。
 （29） カステーリア王フェルディナンド三世（注 8を参照のこと）は、モーロ人と
の戦いにおいて戦果を得たことを称えられる王でもあった（ed. Boutière, 
op. cit., p. 123の注釈を参照）。














ジャン・ド・ブリエンヌであるという説がある（ibid., pp. 124, 125）。
